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本苔は 、 本墨記栽内容にそって無償修理をお約束するものです。保証期間中に故障が
発生した場合は 、 製品に本書を添え 、 お貿い上げの販売店にご依穎ください。
お貿い上げ年月日 、 販売店等記入もれがありまずと無効になりまず。必ずご確認いた
だき 、 記入のない場合は 、 お貿い上げの販売店にお申し出ください。また 、 お貿い上
げいただいた時のレシ ー ト 、 領収苔を下に添付して保管ください。
ご転居 、 ご賠答等でお貿い上げの販売店に修理依頼できない場合は 、 霞寄りのコ ー ル
マン製品取扱店にご依頼ください。
本苔は丙発行いたしません。大切に保管してください。

〈無借修理規定〉
1. 取扱説明合、 本体注慈ラペル等の注怠書きにしたがった正常な伎用状態で保証期問

内に故隠した場合には 、 お貿い上げの販売店、 または当社が無償修理いたします。
2. 保証期問内でも 、 次の場合には有償修理となります ．

（イ）本密のご提示がない場合．
（口）本＄に 、 お貿い上げ年月日 、 お客様名 、 販売店名の記入がない場合 、 または

字句を贅き換えられた場合。
（ハ）使用上の誤り 、 または不当な條理や改迫による故総 、 捐i忌
（＝）お賀い上げ後に 、 落とされた場合等による故障 、 捐傷．

（＊）火災、 公害および地震、 風水害 、 塩害その他天災地変等 、 外部に要因がある
故節 、 捐傷。

（へ）指定外の燃料使用による故闊、 捐傷．
（卜）ジェネレ ー ター等の消耗品が捐傷し取り替えを要する場合．

3保証期問経過後の有償修理は 、 お客様のご希望によリ 、 お賓い上げの販売店または
当社にお問い合わせください。

4本喪は 、 日本国内においてのみ有効です n

コ-Jliマンジ'fl{ン株式会社
〒103-0015東京都中央区日本橋箱崎町5-14 JBP箱崎ピル2F
商品のお問合わせについては 、右記へご連絡ください。 TEL. 0120·111·957 

原枕信紺；詞
THE POWERHOUSE .. TWO BURNER

MODEL413H 
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l. この沿！！は屋外叩IIです. (史 Ill 中は多故に酸索をmt�します．屋内 、

車内 、 テントの中もしくは換気の悪い場所では使用しないでください。
2. コ ールマン純 JE・ホワイトガソリンは発火点が低く人変危険です。火

氣からは I rn以J:雌し て使川し 、 1収扱しヽには允分ii,慈してくださし、0

3. ,,r燃物、 り1火物の近くでは使JIJしないでください。
4. 燃料の給澗及び点火作梨の際にはまわりに火氣のない 、 挽気の良い

場所で行ってください。屯l勺 、 •1q1、1ベ；；挽気の悲い場所 、 火の気のそ
ば及びくわえタパコ＾、りでの作業ぱ絶対にしないでください。

5. 即Fl中もしくはil'i火後の燃料タンクが熱せられている時は、 絶対に
燃料キャップをIJりけたり 、 給油作業をしないでください,,

口
△ 注意

l. 使川する前に必ずl収扱説明 ，!fをよくお流みくださいc

2. この沿具は片i外•:1lHl:,i割！浴具です。その他の「l的に使Jllしたり改追
したりし なしヽでください。

3. 必ずコールマン純l「ホワイトガソリンを使Illする。I'..!!珈Jl川無鉛ガ
ソリンその他の燃料は使川しない（， スI· ー プはコ ールマン純正ホワ
イトガソリンによって 、 ，h媒50)燃焼効果が符られるc

1. 燃料は火氣の近く 會 湿度が晶い、 1泣温な ,ri:内等温度が40Jil'以上にな
る場所には保管 、 放 ,i'.tしないでください。

s. 燃料キャップを開けているとき 、 給itl仲もしくは近くに燃料 、 ＂［燃
物守がある時は、 絶対に(':f動点火装沢は使わなしヽでくださし、e

6. 使用中や使用直後は 、 パ ーナ ー
、 ごとく などの部分は高温になっ

ていますので手を触れ ないでください。やけど等の厭因になります。
7. テント 、 スリーピングパッグ 、 衣類芍；の燃えやすい物からは、 K部

l.2m以上 、 /,:む50cm以上雌しておi史いくださし＼。
8 今 ｛供 、 幼児のf·の届＜／所に硲かないでください。
9. •.•trnの付屈品以外の物の使JI] 、 行にグレ ー トより大きな鉄板 、 鋭令

を使川する と本（本部分が変色したり 、 思わぬ11:故になることがあり
ますので使川しないでください。

ー純正燃料-

アメリカコ ールマン本社の、分析表をも
とに籾製した、 蒻絢父ホワイトガソリン。

■ 失敗しない燃料注入方法•

新しい4リットル缶からこぼさなし、itぎ
方は、i'J:ぎ11をI.:にして缶の小に空凩が
人りやすくすると、 筒l]lに人れられる。

注ぎ口を上↓しして．この角度から入れると
こばさない。

目 次

警告・注意・................. 2 

純正燃料 ・・・................. 3 

失敗しない燃料注入方法，..... 3 

ストーブ各部の名称と役割'..'4

分解図とバー ツリスト・・・・・・.. 5 

ガ ‘ノリンタイプ燃焼器具の

基本的な仕組み・・・・・......... 6 
正確で力強いボンピングによる
空気圧が最大のポイント...... 6 

空気圧不足が燃焼不良の原因.. 6 

高い空気圧が明るさの秘訣.... 6 

1 点火の準備................ 7 

2 燃料を入れる・・・・・・・・・・ ・・.. 8 

燃料涵タンの目安・ ・ ・・・・......3 

3ポンピング・'.'........''.·9 

ボンビング操作上の注窓......9 

4燃料タンクのセット......--10 

チェックパルブ機能の点検・・・・10

5 メインパーナーの点火・・・・..,, 

点火時の注意・・・・・・・..・・・・・・11

6 サブバーナーの点火・・・・ ・・--12

7消火 ・ · • • · · · · · · • · · • · · · · · · • ·12 

8 収納 ・ 保管·· · · · ·.. · · · · · · • ·14 

9メンテナンス・・，...........,4 
ジェネレ ーター交換の手順...-14 
ポンブカップ交換の手順・・・・--15
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本苔は 、 本翠記杖内容にそって無償修理をお約束するものです。保証期間中に故障が
発生した場合は 、 製品に本書を添え 、 お貿い上げの販売店にご依穎ください。
お貿い上げ年月日 、 販売店等記入もれがありまずと無効になりまず。必ずご確認いた
だき 、 記入のない場合は 、 お貿い上げの販売店にお申し出ください。また 、 お貿い上
げいただいた時のレシ ー ト 、 領収さを下に添付して保管ください。
ご転居 、 ご賠答等でお貿い上げの販売店に修理依頼できない場合は 、 霞寄りのコ ー ル
マン製品取扱店にご依頼ください。
本苔は丙発行いたしません。大切に保管してください。

〈無借修理規定〉
1. 取扱説明苔 、 本1本注慈ラペル等の注怠書きにしたがった正常な伎用状惑で保証期問

内に故陣した場合には 、 お貿い上げの販売店、 または当社が無償修理いたします。
2. 保証期問内でも 、 次の場合には有償修理となります ．

（イ）本密のご提示がない場合．
（口）本＄に 、 お貿い上げ年月日 、 お客様名 、 販売店名の記入がない場合 、 または

字句を贅き換えられた場合。
（ハ）使用上の誤り 、 または不当な條理や改迫による故偽 、 捐i忌
（二）お賀い上げ後に 、 落とされた場合等による故障 、 捐傷．

（＊）火災、 公害および地震、 胆水害 、 塩害その他天災地変等 、 外部に要因がある
故障 、 捐傷。

（へ）指定外の燃料使用による故偉、 捐傷．
（卜）ジェネレ ー ター等の消耗品が捐傷し取り替えを要する場合．

3. 保証期問経過後の有償修理は 、 お客様のご希望によリ 、 お百い上げの販売店または
当社にお問い合わせください。

4本賽は 、 日本国内においてのみ有効です n

コ-Jliマンジ'fl{ン株式会社
〒103-0015束京都中央区日本橋箱崎町5-14 JBP箱崎ピル2F
商品のお問合わせについては 、右記へご連絡ください。TEL.0120·111·957 

原枕信紺；詞
THEPOWE匹OUSE.. TWO BURNER

MODEL413H 
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l. この沿！！は屋外叩II です. (史Ill 中は多故に酸索をm費します．屋内 、

車内 、 テントの中もしくは換気の悪い場所では使用しないでください。
2. コ ールマン純 JE・ホワイトガソリンは発火点が低く人変危険です。火

氣からは I rn以J:雌して使川し、 1収扱しヽには允分注意してくださし、0

3. ,,r燃物、 り1火物の近くでは使JIJしないでください。
4. 燃料の給澗及び点火作梨の際にはまわりに火氣のない、 挽気の良い

場所で行ってください。屯,1-1 、 •1q1、1ベ；；挽気の悲い場所 、 火の気のそ
ば及びくわえタパコ＾、りでの作業ぱ絶対にしないでください。

5. 側Fl中もしくはil'i 火後の燃料タンクが熱せられている時は、 絶対に
燃料キャップを1月けたり、 給油作業をしないでください,,

口
△ 注意

l 今 使JI」する前に必ずl収扱説明、 !fをよくお流みくださいc
2. この滋具は展外•:'HIMし'IJ'I!浴貝です。その他の「l的に使Jllしたり改近

したりしな！ヽでください。
3. 必ずコールマン純,Fホワイトガソリンを使Illする。I'..!!珈Jl川無鉛ガ

ソリンその他の燃料は使川しなし＼， ス I· ー プはコ ー ルマン純正ホワ
イトガソリンによって、 畝蒻0)燃焼効果が符られるc

，1. 燃料は火氣の近く會 湿度が翡い、 ,::�温な,ri: 内等温度が40)�以上にな
る場所には保管 、 放 ,i'.tしないでください。

s. 燃料キャップを開けているとき 、 給 itl仲もしくは近くに燃料 、 ＂［燃
物守がある時は、 絶対に白動点火装沢は使わなしヽでくださし、e

6. 使用中や使用直後 は、 パ ーナ ー
、 ごとくなどの部分は高温になっ

ていますので手を触れないでください。やけど等の原因になります。
7. テント 、 ス リー ピングパッグ 、 衣類守の燃えやすい物からは、 K部

l.2m以上 、 /,:む50cm以上翡角しておi史いくださし＼。
8 今 ｛供 、 幼りものf·の届＜／所に硲かな＼ヽでくださしヽ。
9. 1.1trnの付屈品以外の物の使JI] 、 1、Yにグレ ー トより大きな鉄板 、 鋭令

を使川すると本（本部分が変色したり、 忠わぬ11:故になることがあり
ますので使川しないでください々

ー純正燃料-

アメリカコ ールマン本社の、分析表をも
とに籾製した、 蒻絢父ホワイトガソリン。

■ 失敗しない燃料注入方法•

新しい4リットル缶からこぼさな＼ヽ注ぎ
方は、rJ:ぎ11をI.: にして缶の小に空凩が
人りやすくすると、 筒l]lに人れられる。

注ぎ口を上↓しして．この角度から入れると
こばさない。
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ガ ‘ノリンタイプ燃焼器具の

基本的な仕組み・・・・・・・・・・・・.. 6 
正確で力強いポンピングによる
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空気圧不足が燃焼不良の原因.. 6 

高い空気圧が明るさの秘訣.... 6 
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2 燃料を入れる・・・........... 8 

燃料涵タンの目安・・・・・・......8 

3ポンピング・..'........''.·9 
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キャンプストープ各部の名称と役割

ふた
使用時は 、 防
風板になる。

悶�tたみ式
で 、 横からの
)�!lをさえぎる e

燃料パルブ
点火、 ii'l火

」盆：な靡．
,/ 

ワイヤークリップ
防屈板を本体に
lhl,� する 。

サプバーナー燃料パルブ
サプパーナーの点火、 ii'[
火から火）J濶節までl'i!"·o

.,..; 
｀ 

―
-
— 

I 
� 
＼ 

／燃料タンク
内部にさぴILめ処理を
施し 、 燃料逆流防iiこ装
; i'tを錨えた安全設ctt.
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ti� バー ツNO. 英語名 価格バーツ名
1.41385531 Grate 3,000 グレート（ごとく）
2. 4138130 Screw 150 スクリュ ー （ネジ）
3. 425-3451 Master Burner Ring Set 1,500 マスターパーナーリングセット
4. 413C3451 Burner Ring Set 1,500 パーナーリングセット
5. 413C3021 Master Burner Bowl 750 マスターパーナーポウル
6. 413A5281 Manifold Ass'y 4,800 マニフォルドー式
7. 426-6601 Valve & Generator 5,400 パルブ＆ジェネレー ター

8. 426-5621 Generator 2,700 ジェネレーター

9. 407-6491 Valve Wheel 700 パルプホイール（黒｝
10. 201-172 Direction Disc 250 ディレクションディスク
11.220B175 Screw 50 スクリュー （ネジ）
12.413A6531 ValveStem Ass'y 1,680 パルプステムー式
13. 426-6561 Valve Ass'y 2,600 パルプー式
14. 220C1401 Filler Cap 700 燃料キャップ
15. 200-6381 Check Valve & Air Stem 1,300 チェックパルプ＆エアーステム
16. 242-1071 Push On Nut 140 プッシュオンナット
17. 2ぼ1091 Pump Cup(Neoprene) 200 ボンプカップ（ゴム）
18. 530A5071 Pump Cap Clip 180 ボンプキャップクリップ
19. 242J5201 Pump Plunger Ass'y 2,100 ボンププランジャーー式（メタルキャップ）
20. 220A6201 Pump Plunger Ass'y 2,280 ボノTlランジャ一式（プラスチックキャップ）
21. 413-390 Ceramic Paper 200 セラミックペ ーバー (1枚）
22. 413B4971 Wind Baffle Support 300 防風板クリップ(2個入）
23. 413-5601 Tank 3,800 タンク
24.288-1851 PLPump Cap 200 ボンプキャップ（プラスヂyク）
25. 413C3061 Burner Bowl 750 パーナーポウル
薮示の価格は2000年1月1日現在のものです。 価格、 絹み合わせは 、 予告なく変更することがあります。
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ガソリンタイブ燃焼器具の基本的な仕組み

●正確で力強いポンピングによる空気圧が最大のポイント ■＇
コ ールマンの 、 ガソリンを燃料とする燃燒器具は 、 すべての共通システムになっている。

①ボンピングで、 燃料タンク内に空気 ③バーナーやマントルの燃える熱で、 ジェ
IEを!Alえる． ネレー クー内部を通る燃料が気化される。
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＜
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／ 
ボンプノプ
燃料クンク
内に、 空氣
II: を送りこ
む。

燃料キャップ
燃料注人11のふた。

②燃料パル プの採作で、 11:JJQ)かか
った燃料が空氣と一希打に、 肛＇濱状
になってジェネレ ー ク ー内に送ら
れるc

■空気圧不足が燃焼不良の原因•

燃焼イ＜良の/;;ii祁lのほとんどが 、 空気
ft,: ィ滋足． 必ずl,',Iくなるまで強くボン
ビングし 、 辿続（史川する場合は 、 頻
緊にポンピングする。

④気化された燃料が 、 人気•l•O)酸索と
祝じりあって燃えるので 、 ススのIll
なtヽ地球j閑培にやさし（ヽ、 クリ ーン
な炎で燃焼する。

■ 高い空気 圧が強火力の秘訣•

ジェネレ ー ク ー 内に送りこまれる燃
料が 、 隕霧状になることが夕（化させ
るボイントとなる、、空気IEが，凶（ヽほ

ど勢いよく押しII',され 、 収7!1状にな
りやすく気化しやすいc したがって ．

空気圧が/,�し Iほど点火採作も副jlで、

効呼匁よくきれ（ヽな燃焼が得られる。

修理
ストー プの修理は、 燃料を抜いて 、 保証吾と一緒に 、 お貿い求め
の販売店にご依頼ください。
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413Hツーバーナー 分解図とバーツリスト

COLEMAN JAPAN 

1 点火の準備
①ふたを耕lける。

②グレ ー トを持ちしげる。

④熊埋やり収りII\すと 、
バル プホ

イールを破捐することがあるの
で注意する．
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COLEMAN JAPAN 

キャンプストープ各部の名称と役割

ふた
使用時は 、 防
風板になる。

悶�tたみ式
で 、 横からの
)�!lをさえぎる e

燃料パルブ
点火、 ii'l火

」盆：な靡．
,/ 

ワイヤークリップ
防屈板を本体に
lhl,� する 。

サプバーナー燃料パルブ
サプパーナーの点火、 ii'[
火から火）J濶節までl'i!"·o

.,..; 
｀ 

―
-
— 

I 
� 
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／燃料タンク
内部にさぴILめ処理を
施し 、 燃料逆流防iiこ装
; i'tを錨えた安全設ctt.
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ti� バー ツNO. 英語名 価格バーツ名
1.41385531 Grate 3,000 グレート（ごとく）
2. 4138130 Screw 150 スクリュ ー （ネジ）
3. 425-3451 Master Burner Ring Set 1,500 マスターパーナーリングセット
4. 413C3451 Burner Ring Set 1,500 パーナーリングセット
5. 413C3021 Master Burner Bowl 750 マスターパーナーポウル
6. 413A5281 Manifold Ass'y 4,800 マニフォルドー式
7. 426-6601 Valve & Generator 5,400 パルブ＆ジェネレー ター

8. 426-5621 Generator 2,700 ジェネレーター

9. 407-6491 Valve Wheel 700 パルプホイール（黒｝
10. 201-172 Direction Disc 250 ディレクションディスク
11.220B175 Screw 50 スクリュー （ネジ）
12.413A6531 ValveStem Ass'y 1,680 パルプステムー式
13. 426-6561 Valve Ass'y 2,600 パルプー式
14. 220C1401 Filler Cap 700 燃料キャップ
15. 200-6381 Check Valve & Air Stem 1,300 チェックパルプ＆エアーステム
16. 242-1071 Push On Nut 140 プッシュオンナット
17. 2ぼ1091 Pump Cup(Neoprene) 200 ボンプカップ（ゴム）
18. 530A5071 Pump Cap Clip 180 ボンプキャップクリップ
19. 242J5201 Pump Plunger Ass'y 2,100 ボンププランジャーー式（メタルキャップ）
20. 220A6201 Pump Plunger Ass'y 2,280 ボノTlランジャ一式（プラスチックキャップ）
21. 413-390 Ceramic Paper 200 セラミックペ ーバー (1枚）
22. 413B4971 Wind Baffle Support 300 防風板クリップ(2個入）
23. 413-5601 Tank 3,800 タンク
24.288-1851 PLPump Cap 200 ボンプキャップ（プラスヂyク）
25. 413C3061 Burner Bowl 750 パーナーポウル
薮示の価格は2000年1月1日現在のものです。 価格、 絹み合わせは 、 予告なく変更することがあります。
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ガソリンタイブ燃焼器具の基本的な仕組み

●正確で力強いポンピングによる空気圧が最大のポイント ■＇
コ ールマンの 、 ガソリンを燃料とする燃燒器具は 、 すべての共通システムになっている。

①ボンピングで、 燃料タンク内に空気 ③バーナーやマントルの燃える熱で、 ジェ
IEを!Alえる． ネレー クー内部を通る燃料が気化される。
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燃料注人11のふた。

②燃料パル プの採作で、 11:JJQ)かか
った燃料が空氣と一希打に、 肛＇濱状
になってジェネレ ー ク ー内に送ら
れるc
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■空気圧不足が燃焼不良の原因•

燃焼イ＜良の/;;ii祁lのほとんどが 、 空気
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ど勢いよく押しII',され 、 収7!1状にな
りやすく気化しやすいc したがって ．

空気圧が/,�し Iほど点火採作も副jlで、

効呼匁よくきれ（ヽな燃焼が得られる。

修理
ストー プの修理は、 燃料を抜いて 、 保証吾と一緒に 、 お貿い求め
の販売店にご依頼ください。
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COLEMAN JAPAN COLEMAN JAPAN 

2燃料を入れる
＆必ず、 アウトドア（屋外）の火気のない所で行ってください。

暉料バルプを右に止まるまでまわす。 一燃料満タンの目安-

ロ

冒

わす

＠燃料クンクを水平に霞いて 、 注入口
からあふれない位(8分目程度）に燃
料を入れる。

ここまで

⑤燃料キャップを ． 固めにしめる。

A燃料の入れ過ぎに注意

燃料を入れ過ぎるとボンビングにより加圧す
るスベ ースがなくなり 、 液状のままのガソリ
ソがバーナ一部に放出され、 不完全燃焼の原
因になりまれまた 、 燃科が少な過ぎると炎
が途切れたり、 不安定な燃焼になります．
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寺[
U
 ガ‘ノリンフィラーを使った場合

(f)燃料クンクを水平に収き 、 ガソリ
ンフィラーは,F.確に押し込み燃料
を人れる。

記砂
②缶から燃料が人らなくなったら、

注人をストップ 。 ちょうど満クン
のIil:になる。
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△
い
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③
プ
人
指

④ r, 前に引いて 、 戻まで判lしこむiEfifl[
なストロ ークを紐り返す。

／喜
△ ポンヒンク11:rに•Jhかかり』やを必し

る場合は} C鼻 プリカントをH人してくだ
さll

⑤ 100~150lJ.IJ以上ポンピ
ングし、 I乱くなって指 ,,--、
の]Jで人らなくなった 令

一

、
ら 、 ／プを押しこんで
Liに止まるまでまわす。◎ 

■ ポンピング操作上の注意 ■

△ポンプカップの乾燥
ホノ―Jヵ，ー）が屹迩してし 9ると、 ポ
ンヒングしてもひ，かかる感じゃ粁
すさる地しで 、 ·').<'"lが人らなt、 ホ
ンプキャ., ブの「OlL」とl述のある
、/(から ． リ-•プ）カントを2-:�油1人
する，

�❖ 碑したU地で，

叫！にホンヒングする �
と．ホンー／カ・・、プがめ ピ》―
くれるなと 、 11tml/)椋 ヽ・ ,.

lりとなる

△ポンピングは正確に
因1''ンクに•�11'1:にな
るように11.Lくス,. ロ
ークする J}を人れ
過ぎて、 1/ll述、たIT
向に1りlすと． エア ー

スfムを1111げるな
とのJi;HJ..Iと
なる。

△ポンビング時は、 引き過ぎに注意
（特にイージーボンピングご使用の際は注意してください。）

ポンピングをする際、 手前に引く時は8分目位の所までとし 、 最後までり1っ張
らないこと。 11っ張り過ぎるとプッシュオンナットが外れ、 ポンププランジャ
ーが外れる場合がある。外れた場合は P.15の組み立て方を参照してください。
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4燃料タンクのセット 5メインハー ナーの点火

①ジェネレーターの先端を 、 本9本前 ③タンククリップを本9本前1部の穴（：：
部の穴（こ通す。 人れてセット完了c

②ジェネレ ー ク ー 先端を 、 ミキシン
グ部のグくに人れる。

|丁
△ ジェオツ ー クー(/)ス千ー）はIi分にさびが浮(Iてtヽる場介がありますが.t.'t
に使Ill Iはl,",Iむありません
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①サプパー ナ
一燃料パル
プを 、 打に
JI: まるまで
まわす。

② 1: ば火レパー

をl:11,1きに
セットする。

点火レバー

③柄の長いライター などの火をメイ
ンバーナーに近づけ 、 燃料バルプ
をle:に1~21ul転させると点火する。

④点火11'(後、 史に充分ボンピングす
る。

A点火時の注意炎ぱI:にあがる
ので 、 点火すると
きは、 スト フ
のI.にかがみ
こよなt、0

|-
|
 

チェックバルプ交換は 、 再用エ貝が必要。 お買い求めの販売店にご依頼ください。
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つ 1'-. --そ．

A、g、す、Jくを人れ てから燃料つま
みをIJllt、てくださし\ iんに燃Hつ
まみをIll!くとイゞ必↑燃焼(/)屈11,.fに
なります
Lh, iーナー以外から：使がII\る場合
は、 燃門の/1\すき'/1 tヽ代n;1,fれが11;(1人l
燃nパル-ノを 、 /,にJjまる までまわ
し 、 ；＇i'iヽId没、 11}度II�扱I知兄11/J,りをよく，;,'t
んで、 ICし＼ヽ「lllilで点•1<rn11をli'う
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6サブバーナーの点火
△単独使用はできないのでメインバ ー ナー の火力安定後に点火．

①柄の長いライク ー などの火をサプ ③火）J閥節は 、 サプパーナ ー燃料バ
バーナーに近づけ、 サプバーナー ルプで。
燃料バルプをI,:に21111転以L:l•'iJす
と点火す

②バー ナー ポウルが冷えていると 、 炎がとぎ
れることがあるが、 熱を僻びると安定する．

ワンポイントメンテナンス

△ 粉、Hハル7(/)つけu� しパルフステム 式）よn, 燃料が庫れる場合は ，

ナI I· 部を増し紬めしてくたさし、 それてもIIまらな＼ヽ場合はパILフス
テム ・ .,_\.を ＇必松してくたさし、0

△ ジ J ::r、レ ー ク ー 先沿ミキシンク·,:,じより：使がi\dれる凡i合は ． ジコ1レ
ー ク ー ；訊',:())-/ I I· をJ(')し象iiめしてくたさし、， それでも11まらなし、場合
は. ._; ゴネレ ー ク ー を女校してくたさし、

7消火
①サプバ ー ナー燃料バルプを 、 Liに ②燃料バルプを 、 ムに1I.まるまでま

,1� まるまでまわす。 叫込 わす。

8収納・保管
＆スト ー プ本体が完全に冷えてから行う。

� 
誌炉訳嘔淀する

Lh r.: 出を収柑I. f't!-i'i'. ;l(llflするJら｝
合は. •l,',tの近く、 ＆渡が{6\'·,·:�
；晶な1ILII、J"'i叫誼が1()/伐以1に なる島
所には収納・f心｝やしなし＼てくたさし＼
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9メンテナンス
ジェネレーター交換の手順

△点火しにくい。完全燃焼しない。いつもより火力が弱い。ミキシン
グ部から炎が出る。このような場合は、ジェネレーターを交換して
ください。

①プライヤ ーで、 ジェネレ ーク ーチ ®ニ ー ドルをプライヤ ー ではさみ、

ュ ープをはさむ。 左に1/4111(転させる，

攣宣
|丁

② leに1/4皿転させる。

①本体左奥に燃料タンクを人れ、 ジ
ェネレ ーター 先端を本｛本のl!!J部を
迎しq,に人れる。

②燃料タンクを左に省せ、 ジェネレ
ーク ーがサプパー ナーの上にくる
ようにセッI· する。

G沿然料タンクとミキシング部のJIiiに
できる空間に 、 ぼろイl,などの品め
物を人れ て 、 燃料タンクが中で動
かなtヽようにする 。

④, l.'iめ物をしなtヽで迎搬すると、 サ
プパーナ ーのドにジェネレークー
先端が引っかかり 、 ジ.:r.ネレ ーク
ーをJlll(fたり 、 ミキシング部が変
形することがある，

口

勺
[
〗
J

船
＂^
―

ド
汎

を
場
ナ
が
に

〗
だ

戸

⑮lヽ．のI· ランクなどで述ぶ時や 、 使
川後にi呆管する場合 ． 短期間であ
れば燃料を抜きIll(る必要はありま
せんが、 空気IL�は抜いてください，．

空気1玉は燃料キャップを徐々に緩
めると抜けますc

⑦シ ー ズンオフ’、序で長期間（平年以
l:l保竹する場イトは 、 燃料を完全

に使いきって 、 タンク内を空にし
てください。 完令に燃料を抜く場
合は別りいりの「残ガス抜きJ[Jlりボ
ンプ」を使うと使利です。

®幼児、 J�(Jしの手の届く所に保行し
ないe

®手でまわしてゆるめる。

①抜きとる。

’ 

四友きとる。

@7-lの国でIf又り付けて匁鯰（。

A ・込l•�i灸点,J,J-iltlをhし， ． 燃：t1漏れ
がなし、か/1{1:,,なする

ジェネレー ク ー は消耗品です。常時、 予備のジェネレー ク ーをご用意ください。

COLEMAN JAPAN 

ポンブカッブ交換の手順

＆ポンプカップが磁損、 損傷または外れたときは、ポンピングしても空気
が入りません。ボンプカップを交換するか再度組立て直してください。

ポンププランジャ ー

の組立て方法
△ボンプカップが外れて

しまった均合は、 ボンプ
キャップを 外すと中にエ
ァーステム 、 白いプラス
チック板、 ホンプカップ 、 ⑥ポンプノプをじに,,.• ま
プッシュオンナットがシ るまでまわして 、 父挽
リンダー内に残っている ・'--•
はずですので、 それを収

Jじ r.
り出す。 エア ーステムは
左にlぽ帯以且酎と取れ
ま
す②ラジオペンチなどで 、 ポ ボンプキャップ、 白いプラ

ンプキャップを左にまわ スチック板（向きに注意）、
し、 ポンプノプを抜きと ボンプカッププッシュオ
る。 ンナットのm組み立て 、

固定する，．

三い？いをおfiJ

①ボンプノブを左にl(li'iJ.云
以且可し、 チェックバル
プからエア ーステムをは

し£,A
 

炉

固をプッ'ャキプ
。

（

ン
る

ボ
す

⑤
 

△②の段階で 、 エ ア ー

ステムにrl1lがりがないか
確品し、 変形していたら
交換する。

IF

lb
 

|丁
△エア ー ステムが1111が
ってlヽると 、 ホンヒノグ
4泊IIがlo! くなり ． 千エJ
ク I ヽIL7'1J�ll!O)h;!l�II ー な
る
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